
山 行 報 告 書

日時 2025年6/7(土) 天候　曇り

山名 九重　平治岳

（コメント）
CL 　久しぶりにミヤマキリシマ満開の平治岳でした。最近入会された方も多く、全国探しても

eijis483 中々ない景色を紹介して楽しい会山行をと思い計画しました。

　一番の核心部と思われた駐車場の確保も吉部としたおかげで無事駐車出来、当日は

第３駐車場ということで、臨時の駐車場が作られていましたが問題なく停めることが

出来ました。

登山そのものは大戸越が近づくにつれて渋滞し、しばしば行き違いの順番待ちが

発生していましたが、大戸越から平治岳までのミヤマキリシマの咲きっぷりは見事なもの

でした。

年によっては虫害でイマイチの時も多いのですが、今年は当たり年だったと思います。

　下山後は温泉に入り、帰福後春日原の焼肉屋さんで都合のついた方で打ち上げをし、

愉しく締めくくりが出来たと思います。

　参加された皆様お疲れさまでした。

SL 　視界が急に開けピンクに染まった広大な斜面が目に飛び込むまでは、ミヤマキリシマの群生

ナン なんて写真でさんざん見てるから期待してないさ、くらいの気持ちだった。というか、

自然＝100に対して人＝２くらいの静寂な環境が山の魅力なのに、大渋滞の中を歩いて

何が楽しいねん？―とも思っていた。

　でも、違った。新緑の山肌を覆い尽くさんばかりのショッキングピンクの斜面から、

目が離せなくなった。大戸越からの狭い上りでミヤマキリシマに触れながらつぶさに見る。

ピンクの濃淡は株ごとに微妙に違い、それがピンク面の魅力を引き立てているのも分かった。

　初めての平治岳でした。山行を企画してくれたeijis483リーダーに感謝です。（ナン）

K本 　６月に入会しての初山行でした。

九州に転居してきたのだから、ミヤマキリシマでピンクに染まる山を見たくて、

なんなら個人で行ってみるつもりでしたが、運よく企画があり、大喜びで参加しました。

すれ違う下山中の方々が、「良かった」「凄いよ」と煽ってくるので、

ワクワク感MAXで進み、ピンク色が見えたときは、%¥#♪$! 想像以上で大興奮でした。

　九重は連山の名の通り、周囲の山々の景色も素晴らしく、ミヤマキリシマのみならず、

大自然を堪能することができました。

　一緒に行ってくださった皆さま、ありがとうございました。

HIROMI 　九州で暮らすようになって初めて目にしたくじゅうの写真が、ピンクに染まった

平治岳の画でした。その光景を自分の足で歩き、自分の目で見れる日が来るなんて！

　本当に感無量でした。

日本各地から多くの登山者がここを目指して来るのも納得でした。

　この光景を見せたいと山行を計画してくださったリーダー、本当にありがとうございました！

hiro 　前日欠員ありとの事で急遽の参加でした。久しぶりのミヤマキリシマ、以前も感動した

思いでしたが、今回は平治岳頂上からのミヤマキリシマは圧巻でした。

前日と続けての山行で息が上がったりもありましたが、参加出来て良かったです。

　関西の友人に昨日のミヤマキリシマの話しをしましたら、友人も登ったとの事、

当日も登山者で一杯で渋滞状態でしたが、全国からの登山者が集まっていたのでしょう。

　登山者に取って一度は観たい圧巻のミヤマキリシマでし,た。　　　

フジ 　曇りでしたが良いタイミングでミヤマキリシマが見れて良かったです。

交通費￥3800 、吉部駐車場￥300/台
温泉：九重花山酔￥500

費用概算

ＣＬ eijis483 参加者
SL: ナン、さゆり☆、フジ、HIROMI、Yoshio、hiro、K
本

白木原駅前7:00➞吉部登山口駐車場9:30➞暮雨の滝10:15➞大戸越12:30（昼食30分）13:00➞平治岳
13:40➞大戸越14:40➞坊がつるテント場15:40➞吉部登山口17:15（合計7h50m  休憩1m24m）

6/7(土)
曇り
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（コメント）
ねばだず

ひらい
　九重連山の一峰、平治岳。その名を耳にしていたものの、実際にその頂に立てたことは、

言葉にしがたい感慨をもたらした。

　大分の山に足を踏み入れたのはこれが初めてで、未知の地形と空気が、

いつもの登山とは異なる緊張感と喜びを与えてくれた。

　新緑に彩られた山肌の随所には、満開のミヤマキリシマが艶やかに咲き誇り、

自然が生み出す圧倒的な美の力に、ただただ立ち尽くすほかなかった。

道中の緩やかなペース、約8時間に及ぶ山行は、身体を追い込むよりも、風景と会話に

身を委ねる豊かな時間となった。

　途中、思わぬ“山中渋滞”にも出会い、こんなにも人が花に惹かれて集まるのかと、

人の心の美への渇望を実感する場面もあった。

　下山後に浸かった温泉の湯は、心身をまるごと包み込むようで、山の疲労を溶かしながら、

今日一日の出来事を静かに反芻するひとときとなった。その後に予定されていた焼肉の

打ち上げには、残念ながら参加できなかったが、ともに登った山好きの先輩方との道中の

語らいが、何よりのごちそうだったのだと、今になって思う。

　山とは、頂を極めるだけでなく、過程のすべてが記憶となる旅である。

今回の平治岳登山は、そのことをあらためて教えてくれた。

　そして、これが大分の山との出会いの一歩であるなら、これから続く山の縁に

静かに心を躍らせている。

さゆり☆ 　今年の平治岳は、まさに「当たり年」でした！

過去に3回この時期に訪れていますが、今年が1番きれいでした。

山肌を埋め尽くすように咲いているミヤマキリシマがとても美しかったです。

　そして今回、特に感動したのは、とても珍しい白いミヤマキリシマに出会えたことです！

来年もまた、この感動を味わいに平治岳を訪れたいと思います。

　企画してくださったリーダー、参加されたみなさん、ありがとうございました！

交通費￥3800 、吉部駐車場￥300/台
温泉：九重花山酔￥500

費用概算



＊暮雨の滝経由で登ります。 ＊大戸越は大渋滞でした

＊見事なミヤマキリシマです ＊平治岳山頂で集合写真

＊ミヤマキリシマ越しの三俣山

         ＊名残惜しいですが下山します


